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みならず（心係数 r=0.60, p<0.05、平均右房圧 r=-0.55, p<0.05）、疾患の重症度の指標
であるBNPと有意な相関を認めた（r=-0.61, p<0.05）。一方、dP/dtやdP/dt/EDV2Dはいず
れの指標とも有意な相関は認めなかった。 
 
考 察 
 3次元心エコー図で求められたEDV3DおよびdP/dt/EDV3Dは原発性肺高血圧症の重症度と相
関するとされる右心カテーテル検査結果および血液学的データとの間に良好な関係が得ら
れた。これまで心エコー図法による原発性肺高血圧症の重症度評価は定性的な評価方法し
か確立されておらず、定量的評価は侵襲的な右心カテーテル検査による血行動態指標を用
いざるを得なかった。今回の結果から、3次元心エコー図法で求めたdP/dt/EDV3Dは原発性
肺高血圧症の重症度を非侵襲的に定量評価できる可能性を示した。3次元エコー図で求めら
れたEDV3DおよびdP/dt/EDV3Dにより、右心カテーテル検査実施が危険と考えられる重症患者
や、薬剤投与前後など繰り返し評価することが必要な症例において特に有用と考えられた。 
 
結 論 
 原発性肺高血圧例において3次元心エコー図法を用いて非侵襲的に求められた右室
dP/dt/EDVおよびEDVは本疾患の重症度評価に有用であることが示唆された。 
  
